
  
もし家族のことでつらいとか、おかしいと感じてい

たなら、この本を読んでみてください。様々な体

験談からヒントを見つけてくれればと思います。 

家族について考えてみませんか。 

『親を頼らないで生きるヒント』 

コイケジュンコ/著 NPO 法人ブリッジフォー 

スマイル/協力  岩波ジュニア新書 

         
紀北工業高校 

早いもので 2021 年もあと少し。「終わりよければ全て良し」という言葉が

あるように、一年を振り返ってみてください。思い残しが出てくるかもしれま

せん。残りの 2021年をいい締めくくりができるように過ごしてくださいね。 

 

美術選択生の作品「張り子のお面」 

この漢字、読めますか？ 「風花」 

（晴天にちらつく雪のこと） 
「かざはな」と読みます。美しい表現として好まれる冬の季語。雪が積も

った所から風に吹かれて飛んでくる雪のことも、風花といいます。 

雪の異称として花の付く語がたくさんあり「銀花」「花弁雪」「六花」…。

「六」の付く語は雪の結晶の形から雪の別名となりました。 
 

『春は曙光、夏は短夜 季節のうつろう言葉たち』 

毎日新聞校閲グループ 岩佐義樹 ワニブックス より 

マンガは２４日(終業式)に何冊でも借りられます 

 

何冊でも借りられます♪ 

返却日は １／１４（金） 

 

冬休み特別貸出 今日から始まります！ 

 表情豊かで縁日みたいです！ 

（展示期間）・年内は E 科と SC 科・年明けから M 科 

 

  
３年現代文の教科書に出てくる「山月記」。 

妥協を嫌い、他人を受け入れられない詩人が 

人喰い虎になってしまう。この名作がきれいな 

イラストで描かれ小説としても画集としても 

楽しめます。 

『山月記 乙女の本棚』 

中島敦/著 ねこ助/絵 立東舎 

新 着 案 内 

リクエスト 

『魔王学院の不適合者』秋 

『転生したらスライムだった件 19』 

伏瀬/著 みっつばー/イラスト マイクロマガジン社 

『ようこそ実力至上主義の教室へ 2年生編 5』衣笠彰梧 

コミック 

『キングダム 63』原泰久 

『只野工業高校の日常 5』小賀ちさと 

『NEW GAME 5･6』得能正太郎 

小説・詩 

『親愛なるあなたへ』カンザキイオリ 

『たそがれ大食堂』坂井希久子 

『夜が明ける』西加奈子 新潮社 

『震えたのは』岩崎航 

ほかにも… 

『ギネス世界記録 2022』 

『ミシュランガイド京都･大阪+和歌山』 

『段ボールで作る!動く、飛ぶ、遊ぶ工作』 

ジョナサン･アドルフ 

『変な家』雨穴 

『世界一やさしい依存症入門』松本俊彦 河出書房新社 

『シゴトがはかどる Python 自動処理の教科書』クジラ飛行机 

『「首都感染」後の日本』高嶋哲夫 

『従順さのどこがいけないのか』将基面貴巳 筑摩書房 
 
 「だって、みんなそうしているよ」 

 「ルールだから、しかたがない」 

  この発想が危険な理由！ 

 

展示中! 

芸術部の作品「写真」 

総文祭・写真部門で「奨励賞」「佳作」に 3 点が入賞しました！ 

 

和歌山出身の 

作家さんです 

←(間取りの謎を解いていく。面白い！) 

和歌山に初の 

ミシュラン★★ 

↑(寝たきり生活の中から震えを言葉にした詩集) 


